
令和５年度 学長裁量教育研究費について

Ⅰ 学長裁量教育研究費配分の基本方針と種類等

１．配分の基本方針

（１）学長裁量教育研究費は、大学が本来持つべき教育・研究機能について着実な質の向上を図る
とともに、長崎県の地方創生に寄与することを目的とする。より具体的には、教育の質向上へ
の貢献、独自性のある高水準の研究の促進、大型の競争的外部資金獲得の増加、地域への貢献
等を目的とする。

（２）交付・支援の対象となる研究課題の種類は、「離島」・「アジア・国際戦略」・
「長崎の地域課題」並びに「挑戦的研究」を対象とする。

（３）研究体制として、学部横断的、長崎県（長崎県内の自治体・長崎県に出資を受けている外郭
団体等も含む。（以下県等））あるいは他大学等の協力を得て行う研究であること、また研究
成果について県等の施策への反映が可能な研究が望ましい。

２．研究課題の種類と領域

①「離島」に関する研究

②「アジア・国際戦略」に関する研究

③「長崎の地域課題」に関する研究

④ 挑戦的研究



申請件数 申請額 採択件数 採択額

47件 52,906千円 41件 35,250千円

令和５年度 学長裁量教育研究費について

Ⅱ 申請・採択状況及び採択研究課題

１．申請及び採択状況

２．採択研究課題

離島

1%

アジア・国

際戦略

7%

長崎の地域課題

57％

挑戦的研究

35％

研究領域 件数 金額

離島 1件 479千円

アジア・国際戦略 2件 2,402千円

長崎の地域課題 22件 19,942千円

挑戦的研究 16件 12,427千円

計 41件 35,250千円



所属 氏名

離
島

共
同

地域創造 松尾　晋一 長崎県域離島のポテンシャルに関する多角的分析

経営 大田　謙一郎 東アジア市場における陶磁器の原産地効果について

経営 森内　泰 多国籍サービス業のSocial controlによる現地法人管理と業績の関係

地域創造 山崎　祐一 「主体的・対話的で深い学び」を促進するCBIを手法とした英語教育

地域創造 竹田　英司 地域移出産業の再生

情報システム 有田　大作 農家が組立・設置・運用可能な圃場設置カメラ装置の改良

情報システム 吉村　元秀 長崎の若者たちの創造的感性と論理的知性の涵養を目的とした人材育成プログラムの推進

情報システム 平岡　透 アンケート調査の分析による歴史まちづくり計画を基盤とした地域活性化に関する研究

看護栄養 山口　多恵 高齢者長期ケア施設におけるコロナ禍のICTを用いた退院支援の工夫と今後の活用可能性

看護栄養 髙崎　亜沙奈 クリティカルケア看護師のレジリエンス：測定尺度開発に向けた構成概念の検討

看護栄養 駿河　和仁 肥満や脂質・糖質代謝以上の改善に対するビタミンA栄養状態の影響とその作用機序に関する研究

看護栄養 松澤　哲宏 長崎県産の優良天然酵母創出のための発酵能および遺伝子型の検証について

看護栄養 境田　靖子 若い世代に必要なプレコンセプションケア教育と出産した児の生育に関する食育内容の検討

看護栄養 植村　百江 長崎県の食生活と食文化を継承する地域づくりを目指すアクションリサーチ

看護栄養 竹内　昌平 高齢者の買い物行動の経年変化が健康状態に与える影響についての縦断的研究

看護栄養 岡本　恭子 高血糖条件下における培養細胞を用いた2型糖尿病予防に関する研究

経営 田代　智治 中小企業の成長発展に関する国内外比較研究―長崎県産業振興政策に向けた提言―

地域創造 橋本　優花里 長崎県民と長崎を訪れる外国人の心と命を守るためのサービス・ラーニング

情報システム 小林　信博 情報セキュリティに関連した産学共同研究による効果的な地域貢献策の研究

看護栄養 吉田　恵理子 長崎の高齢被爆者が語る結言（ゆいごん）～あのころ子どもだった私が見たくらしと健康～

看護栄養 永峯　卓哉 内部障害者の避難の準備状況整備に向けた調査研究

看護栄養 堂下　陽子 精神障害のある親と同居する子どもに対する看護支援ガイドラインの開発

看護栄養 古場　一哲 アオモジ葉の機能性に関する研究～抗肥満および脂質代謝改善作用について～

看護栄養 世羅　至子 ラットを用いた長崎県産キクイモの2型糖尿病発症予防効果に関する研究

看護栄養 飛奈　卓郎 中強度の間欠的運動でも内因性カンナビノイドの増加とランナーズハイは起こるのか？
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令和５年度　学長裁量教育研究費　採択課題一覧

研究課題
代表者

研究領域

経営 宮地　晃輔
創発的・共創的な大学院教育のための基盤構築と実行に関する総合的研究―長崎県立大学大学院に
対するフィードバックを目的として―

地域創造 後藤　究 「70歳就業時代」に労使はどう向き合うべきか

地域創造 魏　蜀楠 次世代交通ネットワークの形成に関する政策研究

国際社会 森田　均
運輸・情報通信・エネルギーの総合型インフラモデルSTINGによる高度交通システムのエネルギーマネ
ジメント機能拡張と実証実験から地域社会へ貢献する研究を目指す試み

情報システム 松崎　なつめ ブロックチェーン技術における分散型鍵管理研究

情報システム 寺田　剛陽 標的型攻撃に対する従業員向け対策の行動支援の研究

看護栄養 倉橋　拓也 コロイド溶液に対するオゾンファインバブルの反応研究

看護栄養 田中　進 機能性食品による妊娠率の向上

看護栄養 山口　彩 ゲルを用いた食酢の酸味低減効果の検証と調理法の開発

看護栄養 稲垣　佳映 若い世代を対象とした食教育法の検討

看護栄養 大重　育美 発達段階別の足型と姿勢の関連性における実装研究

看護栄養 坂本　仁美 看護における情報の非対称性回避のための情報倫理概念明確化と情報倫理行動評価尺度の開発

看護栄養 新田　祥子 Diversity&Inclusionからみた就労と健康に関する現状

看護栄養 柴崎　貢志 神経細胞内の代謝・温度変化と神経活動

看護栄養 川邊田　晃司 オレイン酸リッチ大豆の機能性評価

看護栄養 城内　文吾 メタボリック・プロファイリング法による食品因子の未だ見ぬ機能の可視化

※「NAGASAKIセキュリティベース研究所のフラグシップ研究の探索」は学長プロジェクトに移行しました
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